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〔研究ノー ト〕
日本近代化の諸特徴と中国現代化問題
長野
中闇が現代化政策を採用して以来さまざまな対策が講じられてきたが，こ
の現代化の推進に際して騒々参照され検討されるのが，自本の近代化過程の
り方である。明治維新以降，自本は欧米の先進技術の導入を穣極的に行い，
諸制震の近代的改革を推進してきたが，この過程が発展途上国にとっては一
つの検討対象となりうるものとして認識されてきた。それは中国においても
例外でない。司本の近代化について如河なる分析を行い，自国の経済発展に
どう通用しようとしているかを知ることは，日本資本主義の陸際的分析とい
う点で貴重なものがあるとみなされる。 1988年 1丹30日に来学し研究に従事
してこられた研究留学生の子章氏は日本の近代化を理解する手掛として右井
@潟野揺寿。中村正問縦 f近代日本経済史を学ぶj上，下を検討してこ
られた。上下二冊を読了し，日本資本主義の生成と展開を中間現代化の観点
から研究ノ…トを作成された。子軍氏なりの臼本資本主義についての特徴解
明であり，それも先述のように中国現代化との関連でまとめられているので，
自本資本主義自体についての分析としては限界を持つが，日本資本主識に関
する鍔題関心ということでは一つの素材を提供しているとみなしうる。
(長里子 選)
『近代日本経済史を学ぶ』の読後レポート
…@はじめに
「近代日本経済史」という本を読みおわりました。この本 な数字と
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広汎な事例を挙げて，各側面から，日本資本主義の形成と成長の歴史を述べ
ています。この膨大の内容を全間的に整理するのは望ましいことであります
けど，それより，むしろ，自分の勉強テーマと一番関連の深い問題に絞った
方が効果がもっと高いかと患います。だから，①産業発展の大筋，②貿易構
造，③国家政策，の三つの問題に纏めてみます。理解の間違いや文字の誤り
をも，お教えいただきたいと患います。 以上の三つの問題をよく把課する
ためには，日本資本主義発展の段階を一応措認すべきと思います。けれども，
これについての自本の経済学者の意見は思々に分かれています。それゆえに，
正しく判断するには一間やニ聞の本では無理なことと患いますが，とりあえ
ず，以下のように規定しておきたいと思います。
呂本資本主義発農の諸段階
1.形成期明治維新 (1868年)後-1900年，その中で， 1886-1887年
(明治19-20生存)は資本原蓄過程の最盛期
2.擁立期 1900-1920年
3.独占資本主義確立期 1920-1930年
4.国家独占資本主義確立期 1931-1942年，その中で， 1931-1937年
は一般臨家独占資本主義，或は鴎家独占資本主義への移行，
1937-1942年は毘家独占資本主義確立，時時に戦時間家資本;
産業発展の大筋
1 .産業構造の変化
日 とりわけ繊維産業を基軸産業として発展し
て来たのであります。資本主義の形成期には特権的な豪農蕗や旧上級士族が
担い手となって，洋式機械紡織の移植を行い，紡糸部門を機械制大工業とし
て確立させました。 1900年代に日本資本主義の確立期に入つでも， 10人以上
の工場のlわに，製糸，紡績など繊維工業労働者の占める比震が圧倒的に高か
ったのであります。 1909年の時点には原動機を使用した工場数には紡織業が
産業全体の67%を占めていました(1)01929年の時点には，紡績工業がこの時期
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の大規模工場の労働者と工場の七割近くを占めました(2)。だから，紡績業が日
本機器大工業化の先頭に立ったのは明瞭であります。
ところで，司本の資本主義の形成と確立の過程には鉄鋼，石炭，造船，機
械など重工業部門もある程度に発展しましたけど，これは軍事工業安中軸とし
て，田家投資や保護政策によって発展したのであります。
にはいってから，産業構造は議化学工業に転換しはじめま
した。第一次大戦中と大戦後ブーム中には重工業は顕著に伸びました。各産
業部門における生産額の伸び率を見ると，紡織工業を中心とする軽工業の伸
び率に比して，震化学工業部門の伸び率が大きくなりました。特に十五年戦
突入した頃から重化学工業化が怠速に進行しましたが，依然とし
生産一本槍の形で，偏重型の重化学工業生産構造になりました。とにかく，
1930年代に，日本資本主義の再生産構造は綿業と絹業を基軸とした構造から，
と を基軸とした講造へ嬬成替えしました。
ここで，注意すべきことは，以上の産業構造が貿易構造と密接な関連があ
を基軸産業に握え，低賃金を武器とする輸出
によって，原料，重化学工業製品の輸入を確保することであり，しかも，
を重視するのは，海外の市場を守るひいては拡大するためであったこ
とであります。
つぎは主な産業の発達の流れであります。
2 .農業部門別の変化
(イ)繊維
日本近代繊維産業の鹿史にふれると，二つのことを検討したいと思います。
一つは繊維産業内部の各部門進展の披行性について。繊維産業内部の部門
というと，本来，再生産のプロセスによって，紡績と織物，このニつの部門
に分類すべきでありますけど，近代自本経済史の研究者連は，その時代の実
情に応じて，製糸(生糸)，綿紡(綿糸)，織物の三部門或は綿紡と紹紡の二
部門に分類しました。原鴎はその時期に日本の生糸業と綿紡業或は絹紡業と
綿紡業の生産力水準や役割などの面で，顕著な相違があったことにあります。
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綿紡業は一番先に新しい機械を導入したことにともなって，大規模工場生産を早
期に確立しました。それに対して，生糸業と絹紡業両部門は工女の手工的技
術がず、っと基本的意味を持ち， 1930年代までにもなお，その生産力的基礎を
本格的な機械製生産に寵いているが，同時に，広範な零細「工場」を存続さ
せてきたのであります。例えば， 1909年の時点、において，綿紡業の1000人以
上の工場58のうち， 37を占める在大紡績工業はすでに圧倒的地位を確立しま
した。その時に， 30人未満の工場のうちには，紡績業28%に対して，製糸業
52%，織物業90%でありました(九 1929年のi時点において，綿紡業の生産集中
度は 9割を超えたに対して，絹紡業の集I仁中:令ドE震芝は 3害艶tだけでありました{付4叫)
製糸業，綿紡業，織物業の三部門若しくは綿紡業と絹紡業ニ部門の発展の
不均衡の原困は二つにあると思います。一つは生産の在り方などの違いであ
ります。綿紡は生産プロセスそのものの性格によって，大機械で量産化する
ことはわりに容易であるため，綿紡生産の機械化が一番先に実現しました。
司本は後進な資本主義閣として，資本主義的な綿紡工業を設立時に，先進資
本主義の綿紡設備や技術が輪入できた訳であります。それに対して，絹業の
プロセスは，わりに手先の熱練に依存していたので，
国でも，この領域の機械化は比較におくれていた訳であります。もう一つの
原鴎は，その時代における日本での綿絹産業の役割の相違であります。外貨
として，綿製品の輸出先は，東南アジアなど低賃金と低技術の
ありましたから，市場を奪う武器としては，先進技術製品であります。逆に
生糸や絹織物の輸出先はアメリカなど先進資本主義固なので，もちろん，低
賃金の労働集約製品を武器とした訳であります。けれども， 1930年の昭和大
恐1荒の時に，アメリカのレイヨン産業の発展によって大きな打撃を受けまし
た。
もう一つの問題は繊維産業の発展が工業化に対して果たした役都について
です。日本資本主義工業化の場合において二つの投割があると思います。ま
ず， 一番注目された役割は唯一の外貨獲得産業として，繊維製品の輸出によ
って，工業原料や先進の技術や護化学製品など工業化のために欠かせない品物
を取り入れたことであります。資源輸入の必要性は日本の特殊な問題で、すけ
ど，技術輸入は後進出の工業化途上の一般的な問題てもあります。だから，織
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維産業という在来産業を発農させ，その製品を外資ぞもうける手段として，
新しい技術を輸入することは発展途上国にとって一般的な意義があると思い
ます。けれども，その時の日本は，繊維製品で獲得した外資を軍事産業を中
心としての重化学工業に能ったので，こういう役割を正常で、充分に発揮でき
なかったのであります。
その外にまた，新しい技術?を使い，新しい管理方法を普ー及させ，新しい労
働者を訓練する基地としての役割であります。紡績業は比較的に平くから，
機械大工業技術を導入し，近代的工場管理制捜に転換した産業で去ります。
これは，産業全体に工業化を推進することにおいて ぞ持つもので
す。
日本の繊維産業の発達の道を見ると，以下の感想、が浮ヮんで‘きます。 (1)発
展途上関にとって，先進技術を導入するのに必要な外貨を獲得するためには，
繊維産業のような在来産業を重視すべきであるということです。また，繊維
製品を輪出するよでは，低賃金に基礎をおかなりれば，長期に海外市場を確
保できないことです。繊維産業を労働集約型産業として発展させると同時に
先進技術を導入して，製品品質を高めることやコストダウンなどを重視すべ
きと思います。 (2)私は，日本の資本主義の工業化がイギリスなどの聞と怠っ
て，軍事を中心としての重工業から形成したと思っていましたが，やはり，
繊維産業のような軽工業を初めとしたことが分かりました。だから，後進出
にとっても，後発効益によって，速かに発展できるけど，産業発展の筋道は
やはり，まず，軽工業それから重化学工業であります。却ち、発展の段階或
は順位は変わられないのではないかと思います。発展途上国の中間にとって，
産業政策を定める時，以上の問題を注意すべきだと思っています。
(吋重工
口で重工業と言ってもその中には鉱山業，鉄鋼業，造船業，機械業など
いろいろな部門があります。それゆえに各産業の発展の流れを論じなくて
とするだけでは，近代日本経済史における重工業全体の解明は十分に出来
ませんが，ここでは，日本での重工業発撲の特徴として二つあげておきたい
と思いますo
-つの特徴は，以上論じた通りに， を中心としたことであります。
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もう一つの特徴は国家保護のもとに，しかも，財閥の力にたよって発展した
ことであります。いまでは，軍需生産を中軸としたことの教訓はきわめて重
要です。もっとも，解暁すべきは第二番目の特徴だと盟、っています。
日本資本主義の重工業は，最初から国家がず、っと主導的役割をはたしてき
ました。例えば，日本資本主義の原蓄期において，国家からの投資で，鉱山
や鉄鋼などの産業において官営企業が成立しました。また，道路，橋梁，河}I'， 
港湾など社会資本の影成に大量に投資しました。 1900年ぐらいからの資本主
義の確立期において，軍工廠は軍拡財政に依存して，最先端の生産技術を閤
欧から大量に輪入しました。日露戦争の時において，陸海軍工廠からの発注
を契機として民間重工業大経営も顕著な発展をとげました。官営の外に，
造船業，鉱工業などの産業を財閥は傘下におきました。財閥資本は
ブ令ルジョアジ一国家と利益が一致するという関連がありますので，層家から
特別な保護をもらいました。
を作るためには， より巨額の投資が必要で，しかも，
資本の回転率もわりにおそいし， リスクも高いのであります。だから，
業発艇の最初の段暗には，語家の力で，未熟な民間資本の臆弱さを庸がわり
する必要があります。特に後進国にとって，早く先進関に追付くためには，
もっと，間家の力を借りるべきと患います。ここでは，とりあえず，掴家保
しか論じていないので，外の問題はあとの「国家の役割と政策j
の部分において述べたいと思います。
付金融
現在，中盟が，近代的金融システムを形成させているところであるという
ことを考えて，近代自本金融制震の形成とその発震の過程を枝問ずべきだと
〉ます。この本にはあちこちで銀行ひいては金融問題にふれていますが，
これらを集約して，以下の二つを重点にまとめます。
一つは日本における近代的金融体系の形成の歴史過程であり，もう一つは，
近代日本の金融体系の特徴についてであります。
(1) まず，第一の日本の近代的金融体系形成の歴史過穏について。
明治維新政府の樹立渡後の1867年12月，政府の任命によって，三井・小野・
島田三家の為替方が成立しました。為替方王家はほんとうの銀行ではなくて，
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中央財政機関の国庫金出納を担当し，大蔵省以外の各省の宮金取扱いに関
る業務でしかない存在でありました。この点では，中国の改革前の銀行
と似て，期政の窓口の性格であったと患います。違うのは，中閣の改革前の
銀行は，貯金をやったが日本の為替方はやらなかったということであります。
明治8年 (1875年)において，郵便局の貯金は始まりました。明治6年，
政府の意向で三井・小野間組の出資による第一国立銀行が設立されました。
それで，大蔵省の官金取扱いは間行に移され為替方は蕗止されました。けれ
ども，府県為替方業務は三井・小野らの抵抗によって，依然として，特権商
人のもとに漉存されました。明治15年 (1882年)において，日本銀行が成立
しました。そこで，官金取扱いへの依存からの脱皮を迫られた三井銀行は抜
本的な経営改営をすることを余儀なくされ， -1投蕗業銀行への転換をはかり
ました。また，明治13年(1880年)において，貿易為替金融の特殊銀行とし
ての績浜正金銀行が設立されました。それから，日清戦後，政府(地方行政
機関を含む)出資や債券買上げなどの特権を与えられた特殊鍛行が相ついで
されました。日本勧業銀行(設立1897年)，時県農工銀行(設立1898-1900
，北海道拓殖銀行(設立1900年)，日本興業銀行(設立1902年)などがそ
れであります。また，欄民地経営のために， された台湾銀行(設立1899
年)，韓国銀行(設立1909年のち朝鮮銀行と改称)であります。
以上ーの経過によって，日本の近代銀行体系は， 1900年頃に形成されました。
日本銀行(叙行の銀行.1882年殺な)
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その中に，日銀は半官半民の臼本の中央発券銀行で，総裁は勅任で理事は
大議大目の任命であり，政府機関と異ならない実質で， r銀行の銀行Jとし
て，銀行体制の頂点に位置づけられました。特殊銀行は出資や嶺券質上げな
どの特擦を与えられて，政荷の各面の政策を推進するための役割を担当して
いました。
それから，以上の体系のヒで新しい事態、が出てきました。 1900年代にはい
ると，盟践制度の整備によって，三井と第一銀苛の庄倒的地位は後退しまし
た。陪時に，預金銀行化(頭金が貸出に凌駕すること)したとともに，市中
銀行の日銀に対する依頼度も抵下し，積金の上位集中は第一次世界大戦期に
改めて進行しました。そこで，大都市有力銀行が拾頭し，大銀行群の地位が
確立しました。たとえば，普通銀行13行を含む国債引受けシンジケートの成
(1910年)と有力23行の覚書 (1917年)に基づき主要都市で成立した預金
利率協定などは，大銀行群地位様定の註挺であります。大銀行群の中核とな
ったのは三井，三菱，住友，安田，第一の所謂「五大銀行jでありました。
ここで注自すべきのは，財閥系銀行の純益率が他部門と異なって，
を下まわる場合が多かったということであります。作者の解釈は，傘下諸:企
業の利益を使先される活動をしていたことが原因だと述べていますが，この
ように理解したらいいでしょうか。
資本主義独占確立期において金融業は，独占の発展に対応した新たな変化
が克られました。 (A)l920年恐慌以降での銀行資本の集中加速度化。この集中
の!京剖の一つは政府の「地方銀行の合同Jの政策 (1921年貯蓄銀行法公布，
1927年銀行法公布)の1ぐに地方銀行聞の合同が上から推進されたのでありま
す。もう一つは，二流独占銀行が没落したということであります。二流独出
銀行とは第一に五大銀行を除いたシンジケ…卜銀行(十五，第否， )11崎，一
一卜凶，鴻池， 1口，加島，近江，愛知，名古箆，明治)，第二に，大戦中にニ
流事業財閥が新設した銀行(藤田，吉河，浅野，昼夜)など，第三に，大戦
期に内地金融に積額約に乗り出して二流事業財閥との関慌を深めた台湾銀行，
朝鮮銀行の二つの特殊銀行を指します。 1920年恐環以時から大戦期までにお
いて顕在化していなかった独占的強行若手の内部における一流独占銀行(五大
行)と二流独占銀行の質的格売は拡大し， 1927年の金融恐d誌で，二流独占銀
行の大部分は壊滅的な打躍を受けて没落しました。
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(訪二番目の変化は一流財閥銀行 f自弓金融の性格」がある程度に変わりま
した。第一には台湾銀行などの二流独占銀行へのコール放出と)1崎造船所な
ど二流企業の恕期の単名手形割引であります。第二には電力業，
行した多額の社績を引受けはじめました。第三には外国為替業務への進出で
あります。日露戦争後まで外国為替はほぼ横浜正金銀行の独占でありました
が，大戦中に， 住友の各行が海外支店を開設して，外国為替業
務に乗り t!:lしました。
目の変化は資本の有機的構成の高度化に対応する信託会社，保険会
社など長期資金供給機関の発展(1922年信託業法公布)，長期資金龍遠の手段
としての社債発行の増大がみられました。しかし，社債市場が依然として未
発達なために， r社債は銀行による貸付の変形jにすぎない場合が多かったの
であります。
(防四番目の変化は小農の金融機関(信用組合)が発展したことです。その
とに，都市銀行が地方支j宙開設という形で地方に進出しました。それで，地
主の金融機関が後退し，地方銀行の系列化がかなり進み，都市と地方の金利
水準が接近し，また，都市と地方の金融市場の分断性がある程度で解捕され
ました。
以上の三つの変化は独占資本が経済的に発展していくための主要な要求に
対したことで，自本金融体系を近代金融の方に推進しつつあったことと
います。
(2) 以仁では日本近代金融体系の形成と発展の麿史過程を見ました。この
をもっとまとめると，第ニ次大戦の終りまで，日本金融資本の体系はつ
ぎの三つの特徴があると把握できるでしょう。
まず，第一の特徴は，政府あるいは酒家財政との関連が飛び抜けて僚接だ
ったということであります。
銀行と劉家の関連の一つは最初の為替方三家から， によって設立され
た日本銀行など悶家財政機関の一部に銀行を組み入れたことで，これは
的には変形された財政機関であります。また，各特殊銀行も，函家の手で設
されて，各方面の匝家政競や意図を推進させる役割を担当したことでありま
関連のもう一つは民聞大財閥銀行は国家からいろいろな特恵保護をもら
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いました。例えば， 1920年不況の時期において，有力銀行は日銀などの救済
融資で貸付先の破綻を回避しました。「正大銀行Jの純益率は全開平均を上ま
わることが多くなり，預金集中震は金融恐境をi函期に決定的に高まりました。
また，もう一つの関連はその替りに，日銀や特殊銀行や財閥有力銀行などは
各方簡で国室長の経済政策を実行する役割をはたしたことです。その経済政策は
重点産業の扶助政策，対外貿易政策，植民地政策と景気政策を含めていまし
Tこ。
また，第二の特徴は有価証券市場が未発達で間接金融を主としたことであ
ります。特に間接金融と言っても，銀行は大財閥の一流銀行でも，ニ流銀行
でも，特定の銀行が特定の企業グループの「機関銀行」になる傾向が強かっ
たのであります。そこで，独占の発展にしたがって，企業への長期貸付は銀
行の業務の中で大きな比重を占めるようになり，資本の流動があまりないと
いう特徴が形成されました。この原屈は産業構成の低位性(重工業の未達
成)，株式非公開の財閥系企業の存在(株式「民主化Jの未達成)，
の回大性 (1906年の鉄道国有化による株式市場の縮小)など，日
の全体な構造畠体にあります。企業金融の体震である間接金融を主とする結
果は，不況になると，三井，三菱，住友など大総合財閥は系列下銀行の融資
を余り必要とはしないので，不況の打撃がわりにあまり受けないことと相倹
って，政府から鉱業，流通部門における特権的地位を与えられたため，
と銀行が互いに樹完し合い，安定的に経営できた訳であります。それに対し
て，二二流独占銀行は企業が赤字や倒産するにともなって没落を余儀なくされ
ました。
第三の特徴は銀行体系の重j習性であります。その時代，日本産業構造の重
(]見点的な近代産業の発展と前近代的在来産業の広汎な残存ということ)
に対Eちして，重層的に編成されました。具体的に雷えば，次頁の閣のようで
あります。ここでは日本銀行と特殊銀行の存在を除いて，民間銀行の構造に
ついてのみ示し論じています。
以上の三つの特徴は中国現在の金融体系と似ていると思います。第…には，
経済体棋改革前には，中国において，近代の高品経済に対応する銀行体系が
なかったのであります。 ありましたけれども，銀行というよりむ
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第二R雪 地方鋭行成と都市の投機側一:的銀行I手
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しろ国家財政の一部若しくは窓口でありました。経済体制改革にしたがって，
中国人民銀行(臼本銀行に相当する「銀行の銀行J)をはじめ，中間銀行(横
浜正金銀行と等しい貿易為替銀行)や工藤銀行，農業銀行，建設銀行など銀
行も設立されました。けれども，銀行は依然として，財政の指令に服従し，
また，財政部門は，勝手に銀行から借り受けるのであります。だから，これ
からの課題は銀行を財政から分離させ，独立させると問時に，国家政策を
施するルートの役割を発弾させることであります。また，中央銀行と
門銀行及び地方銀行の簡の関連及び分業のことも重要であります。郎ち，語
家財政と中央銀行と専門銀行及び地方銀行の間をどういうふうに分業し，ど
ういうふうに関連するかという課題であります。
には，いま，中菌においてはほぼ間接金融だけで，直接金融としての
懐券市場はまだまだ形成されていない状態であります。また，工・商・農業・
窓設銀行など専業銀行は自本の「企業の金融Jと似ているように，産業部門
の金融であって，資金の横の流動に不利な状態であります。直接金融のメリ
ットは資金が自由に尽く流動できるので，産業投資の聞にとってまた，
構造の柔軟性にとっても有利であります。けれども，債券市場が発達すると
掴家からのマクロ経済管理はもっとむずかしくなります。だから，商品質幣
経済にlitじて，どういう程度で債券市場を発達させ，どういうふうに銀行を
通して直接金融を調裂したらいいかということは，これからの諜題でありま
す。
第三には金融構造の重層性について，改革前において，中国の銀行は全部
が国営銀行でありましたが，いま，国家，集団，個人所有を一斉に発展させ
ると唱えています。特に，温リ十ほどの地区で.1銭庄」という前資本主義的高利
貸的金融機関も重層性の金融構造の日高矢として許されま した。だから，どう
いうふうに重層性の金融構造の上に，近代金融構造への転換に推進させるか
はこれからの課題であります。
ニ.貿易構造について
この本には三つの章で (i産業=貿易構造(I)(II)J及び「金解禁と昭和恐
慌J)集中的に，近代日本の貿易構造を論じています。また，他の章節にも，
あちこちで，貿易問題にふれています。まとめると一番収獲を与えられたの
は次の三つであります。
(1) 貿易構造と産業構造の関連についての理論分析であります。即ち， i一
国における社会的分業の組み立てである産業構造が，実現の場であらわれる
姿が市場構造であり，それが一国内で完結しないで対外的にとり結ぶ関係が
貿易構造としてあらわれるJ<九このようなわかりやすい一口で，はっきりと
貿易構造と産業構造の関連を論じたものを読むとよくヒン トを得ました。こ
れは，貿易構造を通じて産業構造を分析する若しくは産業構造から貿易構造
を分析するための理論基礎と思っています。
(2) 日本の貿易構造の特徴について。よく知られているのは名和統一氏の
三環節論であります。要約すれば，以下のごとくであります。第一環節 :対
米貿易。生糸輸出，綿花と機械輸入(従属形態)，第二環節 :対大英帝国圏貿
易。綿糸，織物，雑貨輸出，綿花・軍需・食料輸入(競合的中間形態)，第三
環節 :対中国 ・アジア貿易。綿糸布，工業品輸出，食料，工業原料輸入。こ
ういう状態は日本の近代史の発展の時期によって，すこし違いますけど，む
しろ，明治後の資本主義形成期，確立期から昭和初年に至るまでの貿易構造
の「原型」と認めても差し支えないと思います。とにかく ，その実質は生糸
を中心としての紡績業製品の輸出によって工業原料，機械設備と重化学工業
製品を輸入するという特徴であります。
(3) 近代日本貿易構造と産業構造についての歴史的教訓。日本は後進資本
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主義国として，工業化を実現させた最初の段階に，農業産品や低加工の工業
品を輸出して，工業技術設備や重化学工業製品及び資源などを輸入したこと
は正しいと思います。問題になるのは，その後，先進的な工業技術の導入に
ともなって圏内の工業は段々発達させてから，輸入の替りに，圏内で，一部
分の工業製品と技術設備を生産すべきであり，さらに，加工度の高い工業製
品を農業産品と低加工的工業品の替りに輸出すべきであります。けれども，
日本のその時代の国内生産は特殊な消費財生産という性質をもっ軍需生産に
特化することを方向付けたので，正常的に生産財と普通消費財産業を発達さ
せることは不可能になってしまいました。だから，後進国にとって，発展の
最初の段階において，自分の得意な農業産品と低加工製品を輸出することを
通して，新しい技術などを輸入するのは余儀ないことだけど，できるだけ早
く，国内の工業製品で需要をみたし，それから，工業製品を輸出すべきであ
ります。これは，日本の高度成長期における成功の経験があると思います。
中国のことを考えると，中国は発展途上国として，恰度，農業産品と低工
業製品を輸出するによって，ー 先進技術など輸入する段階にあります。こうい
う面で，二つの問題点が存在していると思います。 (1)まず，第ーには，工業
製品の「輸入代替」という任務を解決していない内に，あわてて工業製品(特
に電子など先端産業)の「輸出代替」即ち，農業産品の替りに工業製品を輸
出すること，あるいは低加工製品の替りにして高加工業製品を輸出すること
であります。いまのところに，全体の工業技術水準が低いので，i輸出代替」
のため，多くの輸入をもたらしました。例えば，家電製品を組み立てるため，
たくさんの外貨を捻出して，いろいろな部品を輸入してしまいました。産業
構造と関連のある貿易構造の転換では，つぎの筋道をたどってゆくべきと思
います。
付) ①工業化への最初の段階。まず，農業産品を輸出して，工業製品を輸
入します。②それから，軽工業品が自給できるようになってから，もっと，
発達させて輸出させます。農産品と軽工業品の輸出によって，外貨を獲得し
て重化学工業製品を輸入します。③その後，重化学工業品が自給できるよう
になったあと，さらに発達させて重化学工業を輸出して先端工業製品を輸入
します。④それから，先端工業を発達させて，自給化した上で，輸出するよ
うにします。その代りに， と一部分の低加工の軽工業品を輸入しま
す。
日本は第ニ次大戦まで，②の段階にありましたが，現在には，④の段階に
あると思います。以上の区分によると，外貨を獲得するということは目的で
はなくて，外貨で;.-~番必要な品物を輸入して，工業の基礎をしっかりつくる
のが自的ではないかとj患います。
(吋 もう一つの問題点は国内市場の保護について。園内市場の保護期間の
さや保護の方法は産業によって違うと思います。民族産業がまだ弱い内に
は，保護しなくてはいけないことは言うまでもないけれども，過度に保護し
たら競争力が強くなりません。だから，一口で民族市場の保護と言っても，
よって違うべきだと思います。それで，日本の各産業の具体的なやり
方を深く分析すべきと思います。
王.盟家の政策とその役割について
近代日本資本主義発展の歴史過程において，国家は大きな役割をはたして
いました。国家の役割は次の四つの閣にあると患います。
① 大ブルジョアジ…の利益を保護し，その成長を扶助することでありま
す。例えば，資本主義の形成践において，三井，三菱など政商は明治維新政
続から強い保護に支えられて財富 し育成されました。それから，続け
て，国家のいろいろの保護によって財閥資本に成長し，独占資本になって資
本主義経済を統治する位置につきました。
② 大ブルジョアジーを扶植するため，大ブやルジョアジーの判益や成長に
とって障害になる場合において，罰家の力で封建主義の地主利益を犠牲し，
t自主の勢力に打撃を与えました。例えば，明治維新政府の地租改正，秩禄処
分と林野宮民区分政策はこれであります。それから，第一次大戦後の農業危
機へと対応して，地主の初益を犠牲して植民地蔵米を移入する政策を出しま
した。また，小作謂停法や自作農創設政策を出しました。これらの政策は，
小作関係の縮小をはかつて小作地の自作地化を促進し，白作地の小作地化を
防止するための政策でありました。
③ 他国の資本主義蔵業発展の成果を扶植し を発展させ， る
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役割であります。例えば，明治維新の直後において，資本主義産業の基盤を
つくるため，国家資本で官営企業をつくりました。さらに，国家の投資を社
会資本の形成のため，河川1，道路，港湾などを建設しました。それから，大
隈財政では，殖産興業政策を定め，勧業資本貸付金として総額約5300万円を
支出しました(へその後においても，国家の投資や懐遇政策及び奨励政策など
は，鉄鋼産業や軍需を中心とする造船業，機械産業及び運輸部門を発達させ
るためで主導的役割をはたしました。
④経済循環の景気に応じて，マクロ経済を輯節する役割であります。例
えば， 1920年の反動恐慌後において，高橋財政はインフレ政策を取りました。
また，昭和恐慌の時には闇家から一連の産業金融と救済融資が行なわれたな
どであります。
悶家の役割と政策について，注目すべきなのはその役割を発捕させる方法，
あるいは政策を実施させる方法であります。まとめると，次の宜つの方法だ
と思います。
① まず， は，国家からの直接投資であります。例えば，
形成期における官営企業の設立と社会資本の投資であります。 1900年代の資
本主義確立期において軍事と関連した鉄鱗，機械など重工業形成の中核が国
家資本によって狙われて，国家資本は社会総資本額の半分を出めていまし
た{九それから，第二次大戦まで，臨家資本の比重が依然として高かったので
あります。
② 大ブゃルジョアジーにとって，有利な払下げと民営企業を国家にかえす
方法であります。明治維新から，第ニ次大戦までの日本の工業化の道を見返
すと，工業企業の所有製は官営→民営→宮営→民営という特徴があります。
即ち，資本の原蓄擦において，まず，臨家投資で，官営企業を作りました。
それから，大隈・松方舟財政携には，民聞に対する有利な価格で官業を払下
げました。その後， 1906年(明治39年)において，鉄道罰有法が公;ffiされて，
り手としての民間資本に対する有利な儲格による貿あげ方法で私鉄は悶家
に売収されました。それで，官業資本の比率は1904年における23%から， 1909 
における72%になりました(8)。それから，もう一度，民間資本育成へと方向
を転じました。機関車や箪艦などを民間に発注し，八幡製鉄所の銑鉄は民間
への販売しはじめたなどによって民間資本を育成しました。結局は，官業資
本規模が相対的に下位になり，民間機械器具工場規模に対しての軍工廠凌駕，
鋼材生産における官民逆転となりました。言いかえれば，産業の基盤が弱い
うちには，国家の力でそれを強め，それから，民聞に払下げることでありま
す。また，必要な場合において，国家の力で産業を発達させて，それから，
もう一度民間に払下げたのであります。実質には国家が近代産業を作る肩が
わりを行ニってきたことであります。
③ 民間企業への発注と民間資本に営業特権を与える方法であります。例
えば，明治初期における三井への官金取扱い特権や三菱への海運委託という
ことはこれであります。また，例えば，日露戦争後において，民間重工業大
経営は，官営陸海軍工廠からの発注を契機として顕著な発展をとげました。
④ 日本銀行や特殊銀行を通して政策的金融を民間資本に出す方法であり
ます。例えば，鉄道，鉱山，紡績，製糸など戦略的な産業部門にたいして政
策的金融をおこないました。
⑤ 法律の方法であります。例えば， 1造船奨励法j，1染料製造奨励法j，
「生糸安定融資補償法j，1職業紹介法j，1工場法j，1労働争議調停法」など，
生産力の面にしろ，生産関係の面にしろ，とにかく，国家の政策を法律面で
制度化しました。こういう方法のメリッ卜は二つにあります。一つは政策が
法律の公布によって明確に認識され，政策の実現が効果的になるということ
です。もう一つは，政策の安定性が保証できることです。
以上によって，国家は，マクロ経済の管理と調節において，いろいろな方
法があるとわかりました。中国には，いままで国家投資は指令的な計画を主
な方法としましたが，これから，以上の方法をまねて，柔軟な，また活性的
な方法を主な方法とした方がいいと思います。特に，銀行に依存する経済的
な方法と，法律の方法を採用すべきだと思います。
最後には，国家の景気刺激政策を採用する条件について論じたいと思いま
す。当本の中には， 1920年における高橋財政の政策が失敗したことを例とし
て，景気刺激政策の条件を述べました。即ち，財政金融政策による有効需要
刺激が圏内生産を連鎖的，波及的に拡大させるような産業構造が前提となり
ます。つまり，どうしても，重化学工業を内包した国内における社会的分業
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関係のある程度の発展が必要とされる訳であります。国内の供給体棋が弱体
な場合には，有効需要の拡大政策がとられでも，それは，輸入の増加に結び
つき，陣内の景気浮揚効果を発揮しえないのであります。こういう理論を読
むと，中関の1986年のことを思い出しました。その時において，消費財の内
を刺激する政策を出しましたが，閣内の供給力が弱かったので，需供矛請
がひどくなりました。消費財の需要が増加したこととともなって，生産財の
も急、に増えました。そうすると消費財の価格だけではなく原料，鋼材，
石炭など生産財の価格が上がることをもたらしました。結局は，やむをえな
し外貨の準備金を捻出して，家電など高価の消費財をたくさん輸入してし
まいました。だから，これからの改革においては，新しく経済管理の政策と
方法そ取る時には，司本ひいては外留の経験と教訓を詳しく分析，研究して
から採用した方がいいと思います。
陪.最後に
以上のレポートは，いそいで書いたものでありますから，本の内容に対す
る玉虫解もあまり深くないし，文字もったないと患います。御勘弁ください。
間違いところをお教え願います。
(1) 1:ゴ井完治・海野福労.rt村正刻綴 f近代日本経済史を学ぶJU二) (有斐悶 昭和
60年)165ページ
(2) ，fi升:完治・海野誠実子・中村正烈綴「近代臼本絞済5とを学ぶJ(下) (有斐|お 昭和
60均三)92ページ
(3) 前tH司令 (…i二) 165~166べ…ジ
(4) 前掲冷(下)90ページ
(5) niI潟-没 (U159ページ
(6) 計百 (J:) 34ページ
(7) ["J U.J 138ページ
(8) 前約i守 (fl19ページ
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